
JP 2012-10913 A 2012.1.19

10

(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】内視鏡下で測定位置を確認できるＯＣＴプロー
ブを提供する。
【解決手段】ハーフボールレンズ６２８Ａの端面にダイ
クロイック面６２８ａが形成され、そのダイクロイック
面６２８ａ上に拡散体６２８Ｃが取り付けられる。可視
光である測定位置確認光Ｌｅと非可視光である測定光Ｌ
１とを合波した光をＯＣＴプローブに供給すると、測定
光Ｌ１はダイクロイック面６２８ａで反射され、測定対
象Ｓに向けて出射される。一方、測定位置確認光Ｌｅは
拡散体６２８Ｃに入射して拡散され、内視鏡下で視認可
能に発光する。この発光する拡散体６２８Ｃを内視鏡下
で視認することにより、測定位置を確認することができ
る。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　シースと、
　前記シース内に配設される光ファイバと、
　前記光ファイバの先端に固定され、前記光ファイバで導波された光から非可視光である
測定光と可視光である測定位置確認光とを分離し、分離した前記測定光を前記シースの先
端部の側面から出射させるとともに、生体からの戻り光を前記光ファイバに入射させ、か
つ、分離した前記測定位置確認光を拡散させて、前記シースの外部から視認可能とする先
端光学系と、
　を備えたことを特徴とするＯＣＴプローブ。
【請求項２】
　前記先端光学系は、前記光ファイバによって導波される光の光軸に対して傾斜したダイ
クロイック面を有し、該ダイクロイック面で前記測定光を前記シースの側面に向けて反射
させる一方、前記測定位置確認光を透過させて、前記光ファイバによって導波される光を
前記測定光と前記測定位置確認光とに分離することを特徴とする請求項１に記載のＯＣＴ
プローブ。
【請求項３】
　前記先端光学系は、ハーフボールレンズを含み、該ハーフボールレンズの端面に前記ダ
イクロイック面が形成されることを特徴とする請求項２に記載のＯＣＴプローブ。
【請求項４】
　前記先端光学系は、グリンレンズとプリズムとを含み、該プリズムの端面に前記ダイク
ロイック面が形成されることを特徴とする請求項２に記載のＯＣＴプローブ。
【請求項５】
　前記ダイクロイック面が形成された端面に拡散体が取り付けられることを特徴とする請
求項３又は４に記載のＯＣＴプローブ。
【請求項６】
　前記拡散体が板状に形成されることを特徴とする請求項５に記載のＯＣＴプローブ。
【請求項７】
　前記拡散体が半球状に形成されることを特徴とする請求項５に記載のＯＣＴプローブ。
【請求項８】
　前記先端光学系は、
　前記測定位置確認光を前記シースの側面に向けて反射させ、前記測定光を透過させるビ
ームスプリッタと、
　前記ビームスプリッタを透過した前記測定光を前記シースの先端部の側面から出射させ
る光学部材と、
　を有することを特徴とする請求項１に記載のＯＣＴプローブ。
【請求項９】
　前記ビームスプリッタは、前記測定光の出射方向と反対方向に前記測定位置確認光を反
射させることを特徴とする請求項８に記載のＯＣＴプローブ。
【請求項１０】
　前記ビームスプリッタによって前記シースの側面に向けて反射された前記測定位置確認
光を拡散させる拡散体を備えたことを特徴とする請求項８又は９に記載のＯＣＴプローブ
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はＯＣＴプローブに係り、特に内視鏡の画面上で測定光の照射位置（測定位置）
を確認できるＯＣＴプローブに関する。
【背景技術】
【０００２】
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　光コヒーレンストモグラフィ（OCT: Optical Coherence Tomography）は、生体の断層
像を非侵襲に測定する手法であり、眼、心血管など、生体のあらゆる場所に適用され、正
常部と病変部の識別に使われている。消化器の分野では、内視鏡と組み合わせて使用する
ことで、病変の深達度を診断する手法が提案されている。すなわち、内視鏡で消化器の表
面を観察して病変部を抽出し、その場所をＯＣＴで断層像観察することで、病変部がどの
深さまで達しているかを見極め、治療方針を決めるという手法が提案されている。ＯＣＴ
では、より深くまでの情報を得るために、その光源には、生体に含まれる水やヘモグロビ
ンの吸収が少ない８００～１５００ｎｍの範囲の赤外光が用いられている。
【０００３】
　しかしながら、この波長域は不可視領域であるため、測定対象上のどこに測定光が照射
されているのかを内視鏡下で視認することができず、測定光が病変部に当たっているのか
どうかを確認できないという問題があった。
【０００４】
　このような問題を解決するため、特許文献１～４には、可視光である測定位置確認光（
ガイド光）を測定光に合波させ、体腔内で測定位置確認光がスポット光として照射される
ようにすることにより、内視鏡下で測定位置を視認できるようにする技術が提案されてい
る。
【０００５】
　また、特許文献５、６には、プローブ先端に反射部を設けて、内視鏡の照明光を反射部
に反射させることにより、内視鏡下で測定位置を視認できるようにする技術が提案されて
いる。
【０００６】
　さらに、特許文献７には、シース（チューブ）に先端光学系の端面から漏れる光が当た
ると発光する発光部を形成することにより、内視鏡下で測定位置を視認できるようにする
技術が提案されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開平１１－５６７７２号公報
【特許文献２】特開２０１０－７５３１４号公報
【特許文献３】特開２００２－２０００３７号公報
【特許文献４】特開２００９－２４４２３３号公報
【特許文献５】特開２０１０－７５３９０号公報
【特許文献６】特開２００９－１８９５２２号公報
【特許文献７】特開２００８－２００２８３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　しかしながら、特許文献１～４のように、測定位置に測定位置確認光を照射して、内視
鏡下で測定位置を確認する方法では、プローブを回転させて測定するような場合に、内視
鏡の視野に対して、測定位置確認光がプローブの影になることがあり、内視鏡下で測定位
置を視認できない場合があるという欠点がある。
【０００９】
　また、特許文献５～６のように、プローブの先端に設けた反射部を内視鏡の照明光で反
射させて測定位置を視認できるようにする方法の場合、反射部への照明光の当たり具合な
どによって、視認性が変わるという欠点がある。
【００１０】
　また、特許文献７のように、漏れ光で発光する発光部をシースに形成する方法の場合、
先端光学系をシース内で軸方向に移動させて測定することができないという欠点がある。
【００１１】
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　本発明は、このような事情に鑑みてなされたもので、内視鏡下で測定位置を確認できる
ＯＣＴプローブを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　請求項１に係る発明は、前記目的を達成するために、シースと、前記シース内に配設さ
れる光ファイバと、前記光ファイバの先端に固定され、前記光ファイバで導波された光か
ら非可視光である測定光と可視光である測定位置確認光とを分離し、分離した前記測定光
を前記シースの先端部の側面から出射させるとともに、生体からの戻り光を前記光ファイ
バに入射させ、かつ、分離した前記測定位置確認光を拡散させて、前記シースの外部から
視認可能とする先端光学系と、を備えたことを特徴とするＯＣＴプローブを提供する。
【００１３】
　本発明によれば、光ファイバによって導波された光は、先端光学系において、非可視光
である測定光と可視光である測定位置確認光とに分離される。そして、分離された測定光
がシースの先端部の側面から出射され、測定位置確認光が拡散される。術者は、この拡散
させた測定位置確認光を視認することにより、測定位置を確認することができる。
【００１４】
　請求項２に係る発明は、前記目的を達成するために、前記先端光学系は、前記光ファイ
バによって導波される光の光軸に対して傾斜したダイクロイック面を有し、該ダイクロイ
ック面で前記測定光を前記シースの側面に向けて反射させる一方、前記測定位置確認光を
透過させて、前記光ファイバによって導波される光を前記測定光と前記測定位置確認光と
に分離することを特徴とする請求項１に記載のＯＣＴプローブを提供する。
【００１５】
　本発明によれば、先端光学系に備えられたダイクロイック面によって測定光と測定位置
確認光が分離され、このダイクロイック面によって測定光がシースの側面から出射される
。これにより、構成を簡素化することができる。
【００１６】
　請求項３に係る発明は、前記目的を達成するために、前記先端光学系は、ハーフボール
レンズを含み、該ハーフボールレンズの端面に前記ダイクロイック面が形成されることを
特徴とする請求項２に記載のＯＣＴプローブを提供する。
【００１７】
　本発明によれば、ハーフボールレンズの端面にダイクロイック面が形成される。これに
より、ハーフボールレンズを用いた既存のＯＣＴプローブを用いて構成することができる
。
【００１８】
　請求項４に係る発明は、前記目的を達成するために、前記先端光学系は、グリンレンズ
とプリズムとを含み、該プリズムの端面に前記ダイクロイック面が形成されることを特徴
とする請求項２に記載のＯＣＴプローブを提供する。
【００１９】
　本発明によれば、プリズムの端面にダイクロイック面が形成される。これにより、グリ
ンレンズとプリズムとを用いた既存のＯＣＴプローブを用いて構成することができる。
【００２０】
　請求項５に係る発明は、前記目的を達成するために、前記ダイクロイック面が形成され
た端面に拡散体が取り付けられることを特徴とする請求項３又は４に記載のＯＣＴプロー
ブを提供する。
【００２１】
　本発明によれば、ダイクロイック面が形成された端面に拡散体が取り付けられる。これ
により、端面で測定位置確認光を拡散させることができ、測定位置及び測定方向を容易に
視認することができる。
【００２２】
　請求項６に係る発明は、前記目的を達成するために、前記拡散体が板状に形成されるこ
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とを特徴とする請求項５に記載のＯＣＴプローブを提供する。
【００２３】
　本発明によれば、端面に取り付けられる拡散体が板状に形成される。これにより、測定
位置確認光が面発光し、視認性が向上する。
【００２４】
　請求項７に係る発明は、前記目的を達成するために、前記拡散体が半球状に形成される
ことを特徴とする請求項５に記載のＯＣＴプローブを提供する。
【００２５】
　本発明によれば、端面に取り付けられる拡散体が半球状に形成される。これにより、回
転軸のブレを少なくすることができ、より視認性を向上させることができる。
【００２６】
　請求項８に係る発明は、前記目的を達成するために、前記先端光学系は、前記測定位置
確認光を前記シースの側面に向けて反射させ、前記測定光を透過させるビームスプリッタ
と、前記ビームスプリッタを透過した前記測定光を前記シースの先端部の側面から出射さ
せる光学部材と、を有することを特徴とする請求項１に記載のＯＣＴプローブを提供する
。
【００２７】
　本発明によれば、ビームスプリッタによって測定位置確認光がシースの側面に向けて反
射され、測定光から分離される。術者は、このシースの側面に向けて反射され、拡散され
た測定位置確認光を視認することにより、測定位置を確認することができる。
【００２８】
　請求項９に係る発明は、前記目的を達成するために、前記ビームスプリッタは、前記測
定光の出射方向と反対方向に前記測定位置確認光を反射させることを特徴とする請求項８
に記載のＯＣＴプローブを提供する。
【００２９】
　本発明によれば、ビームスプリッタによって、測定光の出射方向と反対方向に測定位置
確認光が反射される。これにより、測定位置及び測定方向を容易に視認することができる
。
【００３０】
　請求項１０に係る発明は、前記目的を達成するために、前記ビームスプリッタによって
前記シースの側面に向けて反射された前記測定位置確認光を拡散させる拡散体を備えたこ
とを特徴とする請求項８又は９に記載のＯＣＴプローブを提供する。
【００３１】
　本発明によれば、ビームスプリッタによってシースの側面に向けて反射された測定位置
確認光が拡散体によって拡散される。術者は、この発光する拡散体を視認することにより
、測定位置を容易に視認することができる。
【発明の効果】
【００３２】
　本発明によれば、先端光学系をシース内で回転、前後移動させても、測定位置を内視鏡
下で明確に視認することができる。
【図面の簡単な説明】
【００３３】
【図１】画像診断装置の一例を示す外観図
【図２】ＯＣＴプロセッサとＯＣＴプローブの構成を示すブロック図
【図３】ＯＣＴプローブの断面図
【図４】ＯＣＴプローブを用いて断層画像を取得する様子を示す図
【図５】モニタ装置に表示される内視鏡の観察画像の一例を示す図
【図６】ＯＣＴプローブの第２の実施の形態を示す要部断面図
【図７】ＯＣＴプローブの第３の実施の形態を示す要部断面図
【図８】ＯＣＴプローブの第４の実施の形態を示す要部断面図
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【発明を実施するための形態】
【００３４】
　以下、添付図面に従って本発明の好ましい実施の形態について詳説する。
【００３５】
　＜画像診断装置の構成＞
　まず、本発明に係るＯＣＴプローブが使用される画像診断装置について説明する。
【００３６】
　図１は画像診断装置１０の一例を示す外観図である。同図に示すように、画像診断装置
１０は、主として、内視鏡１００、内視鏡プロセッサ２００、光源装置３００、ＯＣＴプ
ロセッサ４００、及び、モニタ装置５００で構成される。
【００３７】
　＜内視鏡、内視鏡プロセッサ、光源装置の構成＞
　［内視鏡］
　本実施の形態の画像診断装置１０で使用する内視鏡１００は、被写体像を電子像として
取得する電子内視鏡であり、術者が把持して操作するための手元操作部１１２と、被検者
の体腔に挿入される挿入部１１４と、内視鏡プロセッサ２００及び光源装置３００に接続
するためのユニバーサルケーブル１１６とで構成される。
【００３８】
　ユニバーサルケーブル１１６は、可撓性を有しており、先端に電気コネクタ１１０とＬ
Ｇコネクタ１２０とが設けられている。電気コネクタ１１０は、内視鏡プロセッサ２００
の接続部に接続される。これにより、内視鏡１００が内視鏡プロセッサ２００に接続され
、内視鏡１００で撮影された画像を内視鏡プロセッサ２００に接続されたモニタ装置５０
０に表示させることが可能になる。また、ＬＧコネクタ１２０は光源装置３００の接続部
に接続される。これにより、内視鏡１００に照明光を供給することが可能になる。
【００３９】
　手元操作部１１２には、挿入部１１４の先端に配設された送気・送水ノズル１５４から
エア又は水を噴射させるための送気・送水ボタン１２６、挿入部１１４の先端に配設され
た鉗子口１５６から病変部等を吸引するための吸引ボタン１２８、観察画像の録画等を操
作するためのシャッタボタン１３０、静止画・動画等の撮影機能を切り替えるための撮影
機能切替ボタン１３２、挿入部１１４の先端を上下左右に湾曲操作するためのアングルノ
ブ１３４、アングルノブ１３４をロックするためのロックレバー１３６等が設けられてい
る。
【００４０】
　また、手元操作部１１２には、ＯＣＴプローブ６００や鉗子等の内視鏡処置具を挿入す
るための鉗子挿入口１３８が設けられている。この鉗子挿入口１３８は、鉗子チャンネル
（図示せず）を介して挿入部１１４の先端に形成された鉗子口１５６に連通されている。
したがって、この鉗子挿入口１３８にＯＣＴプローブ６００や鉗子等の内視鏡処置具を挿
入することにより、ＯＣＴプローブ６００や鉗子等の内視鏡処置具を鉗子口１５６から被
検者の体腔に導入することができる。
【００４１】
　挿入部１１４は、手元操作部１１２の先端に連設される軟性部１４０と、軟性部１４０
の先端に連設された湾曲部１４２と、湾曲部１４２の先端に連設された先端部１４４とで
構成される。
【００４２】
　軟性部１４０は、可撓性を有しており、任意に撓ませることができるように形成されて
いる。挿入部１１４の大部分は、この軟性部１４０で構成される。
【００４３】
　湾曲部１４２は、湾曲自在に設けられており、手元操作部１１２に設けられたアングル
ノブ１３４の操作に応じて、上下左右に湾曲する。
【００４４】
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　先端部１４４の先端面には、観察光学系（観察レンズ）１５０、一対の照明光学系（照
明レンズ）１５２、送気・送水ノズル１５４、鉗子口１５６等が配置されている。
【００４５】
　観察光学系１５０の奥には、図示しない固体撮像素子（たとえば、ＣＣＤやＣＭＯＳ等
）が配設されている。観察光学系１５０を透過した光は、この固体撮像素子に入射して、
電気信号に変換される。そして、固体撮像素子に接続された信号線（図示せず）を介して
内視鏡プロセッサ２００に出力される。内視鏡プロセッサ２００は、この固体撮像素子か
ら出力された電気信号に所要の信号処理を施して、映像信号を生成し、モニタ装置５００
に出力する。これにより、モニタ装置５００に観察画像が表示される。
【００４６】
　一対の照明光学系１５２は、観察光学系１５０に隣接して配置（本例では観察光学系１
５０の両側に配置）されている。この照明光学系１５２の奥には、ライトガイド（図示せ
ず）の出射端が配設されている。光源装置３００から照射された照明光は、このライトガ
イドを介して照明光学系１５２に導波され、照明光学系１５２から前方の観察範囲に向け
て照射される。
【００４７】
　送気・送水ノズル１５４は、観察光学系１５０に対向して設けられており、観察光学系
１５０に向けて水又は空気を噴出する。手元操作部１１２に設けられた送気・送水ボタン
１２６を操作することにより、この送気・送水ノズル１５４から観察光学系１５０に向け
て水又は空気が選択的に噴出される。
【００４８】
　鉗子口１５６は、上述したように、手元操作部１１２に設けられた鉗子挿入口１３８に
連通されている。挿入部１１４の内側には、この鉗子口１５６と鉗子挿入口１３８とを連
通する鉗子チャネル（図示せず）が設けられている。鉗子挿入口１３８から挿入されたＯ
ＣＴプローブ等は、この鉗子チャネルを介して先端部１４４に導かれ、鉗子口１５６から
突出される。
【００４９】
　［内視鏡プロセッサ］
　内視鏡プロセッサ２００は、所要の信号処理回路を内蔵しており、内視鏡１００から取
り込んだ観察画像の電気信号（固体撮像素子から出力された電気信号）を処理して、映像
信号を生成し、モニタ装置５００に出力する。これにより、モニタ装置５００に観察画像
が表示される。
【００５０】
　また、内視鏡プロセッサ２００は、観察画像の映像信号に所要の信号処理を施して、観
察画像に断層画像を重ね合わせたり、所定の文字情報を重ね合わせたりする。
【００５１】
　［光源装置］
　光源装置３００は、光源、絞り、集光レンズ、光量調整回路等を内蔵しており、可視光
を内視鏡１００のライトガイド（図示せず）に入射させる。
【００５２】
　光源としては、たとえば、ハロゲンランプを使用することができる。ハロゲンランプか
ら発せられる白色光は、４００ｎｍ～１８００ｎｍの波長域を有している。
【００５３】
　光量調整回路は、内視鏡プロセッサ２００から得られる観察画像の明るさ情報に基づい
て絞りを制御し、観察画像が一定の明るさに維持されるようにライトガイドに入射させる
光量を調整する。
【００５４】
　＜ＯＣＴプロセッサ、ＯＣＴプローブの構成＞
　図２は、ＯＣＴプロセッサとＯＣＴプローブの構成を示すブロック図である。
【００５５】
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　［ＯＣＴプロセッサ］
　図２に示すように、ＯＣＴプロセッサ４００は、測定のための光Ｌａを射出する第１の
光源ユニット１２と、ＯＣＴプローブ６００による測定位置を確認するための測定位置確
認光Ｌｅを射出する第２の光源ユニット１３と、第１の光源ユニット１２から射出された
光Ｌａを測定光Ｌ１と参照光Ｌ２に分岐するとともに、被検体である測定対象Ｓからの戻
り光Ｌ３と参照光Ｌ２を合波して干渉光Ｌ４を生成する光ファイバカプラ１４と、光ファ
イバカプラ１４で分岐された測定光Ｌ１をＯＣＴプローブ６００の光ファイバＦＢ１に導
波するとともに、ＯＣＴプローブ６００の光ファイバＦＢ１によって導波された戻り光Ｌ
３を導波する光ファイバＦＢ２と、ＯＣＴプローブ６００の光ファイバＦＢ１と光ファイ
バＦＢ２とを回転可能に接続し、測定光Ｌ１及び戻り光Ｌ３を導波する光コネクタ１８と
、光ファイバカプラ１４で生成された干渉光Ｌ４を干渉信号として検出する干渉光検出部
２０と、干渉光検出部２０によって検出された干渉信号を処理して光断層画像を取得する
処理部２２と、参照光Ｌ２の光路長を調整する光路長調整部２６と、各種操作を行うため
の操作制御部３２とを備えている。
【００５６】
　なお、本例のＯＣＴプロセッサ４００において、各構成要素間における光の導波は光フ
ァイバＦＢ（ＦＢ３、ＦＢ４、ＦＢ５、ＦＢ６、ＦＢ７、ＦＢ８など）を用いて行われて
いる。
【００５７】
　第１の光源ユニット１２は、測定のための光を射出するユニットであり、ＯＣＴによる
測定のための光Ｌａ（一般に波長１．３μｍのレーザ光あるいは低コヒーレンス光）を射
出する光源１２ａと、光源１２ａから射出された光Ｌａを集光するレンズ１２ｂとを備え
て構成される。この第１の光源ユニット１２から射出された光Ｌａは、光ファイバＦＢ４
、光ファイバカプラ２８、光ファイバＦＢ３を介して光ファイバカプラ１４に入射される
。そして、光ファイバカプラ１４によって測定光Ｌ１と参照光Ｌ２とに分割され、測定光
Ｌ１が光ファイバＦＢ２を介して光コネクタ１８に入射される。また、参照光Ｌ２が光フ
ァイバＦＢ５を介して光路長調整部２６に入射される。
【００５８】
　第２の光源ユニット１３は、ＯＣＴプローブ６００による測定位置を観察画像上で目視
可能とするための測定位置確認光Ｌｅを射出するユニットであり、測定位置確認光Ｌｅ（
レーザ光）を射出する光源１３ａと、光源１３ａから射出された測定位置確認光Ｌｅを集
光するレンズ１３ｂとを備えて構成される。この第２の光源ユニット１３から射出された
測定位置確認光Ｌｅは、光ファイバＦＢ８を介して光コネクタ１８に入射される。
【００５９】
　なお、光源の入手容易性や、より安価な光ファイバを選択できるなどのことを考慮する
と、測定位置確認光Ｌｅには、ＯＣＴのシステムで使用する光ファイバの波長帯域に近い
レーザ光を用いることが好ましい。上記のように、ＯＣＴで使用されるレーザ光の波長は
、一般に１．３μｍであることから、測定位置確認光Ｌｅには、波長が６３５～６９０ｎ
ｍのレーザ光を用いることが好ましいが、４００～７００ｎｍのレーザ光を用いることも
できる。
【００６０】
　光コネクタ１８は、光ファイバＦＢ２を介して導波される測定光Ｌ１と、光ファイバＦ
Ｂ８を介して導波される測定位置確認光Ｌｅとを合波し、ＯＣＴプローブ６００の光ファ
イバＦＢ１に入射する。後述するように、光ファイバＦＢ１に入射された光（測定光Ｌ１
と測定位置確認光Ｌｅとが合波された光）は、光ファイバＦＢ１の先端に設けられた先端
光学系で測定光Ｌ１と測定位置確認光Ｌｅとに分離される。そして、測定光Ｌ１が測定対
象Ｓに向けて照射され、測定位置確認光Ｌｅが拡散体に向けて照射される。術者は、この
拡散体に照射された測定位置確認光Ｌｅをモニタ装置５００に表示される観察画像上で確
認することにより、ＯＣＴプローブ６００による測定位置（測定光Ｌ１の照射位置）を目
視により確認することができる。この点については、後に詳述する。
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【００６１】
　測定対象Ｓからの戻り光Ｌ３は、先端光学系で取得され、光ファイバＦＢ１を介して光
コネクタ１８に射出される。そして、光コネクタ１８から光ファイバＦＢ２に射出される
。
【００６２】
　光路長調整部２６は、光ファイバＦＢ５から射出された参照光Ｌ２を平行光にする第１
光学レンズ８０と、第１光学レンズ８０で平行光にされた光を集光する第２光学レンズ８
２と、第２光学レンズ８２で集光された光を反射する反射ミラー８４と、第２光学レンズ
８２及び反射ミラー８４を支持する基台８６と、基台８６を光軸方向に平行な方向に移動
させるミラー移動機構８８とを備えており、第１光学レンズ８０と第２光学レンズ８２と
の距離を変化させることにより、参照光Ｌ２の光路長を調整する。この光路長調整部２６
によって光路長が調整された参照光Ｌ２は、光ファイバＦＢ５を介して光ファイバカプラ
１４に射出される。
【００６３】
　光ファイバカプラ１４は、光ファイバＦＢ２からの戻り光Ｌ３と、光路長調整部２６に
よって光路長が調整され参照光Ｌ２とを合波して干渉光を生成し、生成した干渉光を分割
（干渉光Ｌ４、Ｌ５）して、光ファイバＦＢ３と光ファイバＦＢ７とを射出する。
【００６４】
　光ファイバＦＢ３に射出された干渉光Ｌ４は、光ファイバＦＢ３、光ファイバカプラ２
８、光ファイバＦＢ６を介して検出器３０ａに射出される。そして、その検出器３０ａに
よって光強度が検出される。検出器３０ａによって検出された光強度の情報は干渉光検出
部２０に出力される。
【００６５】
　一方、光ファイバＦＢ７に射出された干渉光Ｌ５は、光ファイバＦＢ７を導波されて検
出器３０ｂに射出される。そして、その検出器３０ｂによって光強度が検出される。検出
器３０ｂによって検出された光強度の情報は干渉光検出部２０に出力される。
【００６６】
　干渉光検出部２０は、検出器３０ａと検出器３０ｂの検出結果に基づいて、干渉信号を
生成し、処理部２２に出力する。
【００６７】
　処理部２２は、干渉光検出部２０で抽出した干渉信号から、測定位置におけるＯＣＴプ
ローブ６００と測定対象Ｓとの接触している領域、より正確には、ＯＣＴプローブ６００
の外筒（シース）の表面と測定対象Ｓの表面とが接触しているとみなせる領域を検出し、
さらに、干渉光検出部２０で検出した干渉信号から断層画像を取得し、取得した断層画像
を内視鏡プロセッサ２００へ出力する。
【００６８】
　操作制御部３２は、キーボード、マウス等の入力手段と、入力された情報に基づいて各
種条件を管理する制御手段とを有し、処理部２２に接続されている。操作制御部３２は、
入力手段から入力されたオペレータの指示に基づいて、処理部２２における各種処理条件
等の入力、設定、変更等を行う。
【００６９】
　なお、操作制御部３２は、操作画面をモニタ装置５００に表示させてもよいし、別途表
示部を設けて操作画面を表示させてもよい。また、操作制御部３２で、第１の光源ユニッ
ト１２、第２の光源ユニット１３、光コネクタ１８、干渉光検出部２０、光路長ならびに
検出部３０ａ及び３０ｂの動作制御や各種条件の設定を行うようにしてもよい。
【００７０】
　［ＯＣＴプローブ］
　図３はＯＣＴプローブの構成を示す断面図である。
【００７１】
　図３に示すように、ＯＣＴプローブ６００は、主として、内視鏡１００を介して被検者
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の体腔内に挿入される挿入部６０２と、この挿入部６０２を駆動部する駆動部６０４と、
ＯＣＴプロセッサ４００に接続するケーブル６０６とで構成される。
【００７２】
　挿入部６０２は、シース６２０と、キャップ６２２と、光ファイバＦＢ１と、バネ６２
４と、保持筒６２６と、先端光学系６２８とで構成される。
【００７３】
　シース６２０は、可撓性を有する透明な筒体で構成されている。なお、シース６２０は
、少なくとも測定光Ｌ１及び戻り光Ｌ３の透過する領域が透明に形成されていればよく、
必ずしも全体が透明である必要はない。
【００７４】
　キャップ６２２は、シース６２０の先端に取り付けられて、シース６２０の先端部を閉
塞する。このキャップ６２２は、体腔壁に触れても刺激を与えないように、半球状に形成
される。
【００７５】
　光ファイバＦＢ１は、シース６２０とほぼ同じ長さで形成され、シース６２０内にシー
ス６２０に沿って収容される。この光ファイバＦＢ１は、光コネクタ１８を介して光ファ
イバＦＢ２に接続され、光ファイバＦＢ２によって導波された光（測定位置確認光Ｌｅと
測定光Ｌ１とが合波された光）を先端光学系６２８に導波する。また、先端光学系６２８
で取得した戻り光Ｌ３を光コネクタ１８まで導波し、光ファイバＦＢ２に入射する。
【００７６】
　なお、後述するように、光ファイバＦＢ１は、駆動部６０４によって回転及び前後方向
に駆動され、光コネクタ１８は、光ファイバＦＢ１の回転が光ファイバＦＢ２に伝達され
ないように接続する。
【００７７】
　バネ６２４は、光ファイバＦＢ１の外周に配置されており、その先端は、保持筒６２６
に固定されている。また、後端は、回転筒６５６に固定されている。
【００７８】
　先端光学系６２８は、ハーフボールレンズ６２８Ａと、ハーフボールレンズ６２８Ａと
光ファイバＦＢ１とを繋ぐロッドレンズ６２８Ｂと、ハーフボールレンズ６２８Ａの傾斜
した端面に取り付けられた拡散体６２８Ｃとで構成される。
【００７９】
　ハーフボールレンズ６２８Ａは、球体の一部を斜めにカットした形状を有しており、そ
の傾斜した端面にダイクロイック面（特定の波長を反射し、残りを透過させる機能を有す
る面）６２８ａが形成されている。ロッドレンズ６２８Ｂを介して光ファイバＦＢ１から
射出された光（測定位置確認光Ｌｅと測定光Ｌ１とが合波された光）は、このダイクロイ
ック面６２８ａで測定位置確認光Ｌｅと測定光Ｌ１とに分割され、測定光Ｌ１のみがシー
ス６２０の側面に反射される。そして、測定位置確認光Ｌｅは、そのまま透過して、拡散
体６２８Ｃに入射される。
【００８０】
　ダイクロイック面６２８ａで反射された測定光Ｌ１は、ハーフボールレンズ６２８Ａの
球面部で集光され、測定対象の測定位置Ｐに向けて照射される。この測定対象の測定位置
Ｐに向けて照射された測定光Ｌ１の反射光は、戻り光Ｌ３として、ハーフボールレンズ６
２８Ａの球面部で集光され、ダイクロイック面６２８ａで反射されて、ロッドレンズ６２
８Ｂに入射される。
【００８１】
　ロッドレンズ６２８Ｂは、光ファイバＦＢ１とハーフボールレンズ６２８Ａとを接続し
、光ファイバＦＢ１からの光（測定位置確認光Ｌｅと測定光Ｌ１とが合波された光）をハ
ーフボールレンズ６２８Ａに出射する。また、ハーフボールレンズ６２８Ａからの光（戻
り光Ｌ３）を光ファイバＦＢ１に出射する。
【００８２】
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　拡散体６２８Ｃは、光を拡散する機能を有する板状のフィルタで構成されており、ハー
フボールレンズ６２８Ａのダイクロイック面６２８ａ（カットされた傾斜面）に貼付され
ている。ダイクロイック面６２８ａで測定光Ｌ１から分離され、ダイクロイック面６２８
ａを透過した測定位置確認光Ｌｅは、この拡散体６２８Ｃに入射され、視認可能に拡散さ
れる。術者は、モニタ装置５００に表示される内視鏡１００の観察画像上で発光する拡散
体６２８Ｃを目視により確認することにより、測定位置Ｐ（測定光Ｌ１の照射位置）を確
認することができる。
【００８３】
　保持筒６２６は、光ファイバＦＢ１の先端に取り付けられ、内周部に先端光学系６２８
の基端部（ロッドレンズ６２８Ｂの後端部分）を保持して、光ファイバＦＢ１に接続する
。これにより、光ファイバＦＢ１と先端光学系６２８とが光学的に接続されるとともに、
光ファイバＦＢ１を回転又は前後移動させると、それに連動して先端光学系６２８が回転
、前後移動する。
【００８４】
　なお、上述したように、光ファイバＦＢ１の外周に配置されたバネ６２４の先端部は、
この保持筒６２６に固定される。
【００８５】
　挿入部６０２は以上のように構成される。一方、この挿入部６０２を駆動部する駆動部
６０４は、主として、本体ケース６７０と、その本体ケース６７０に収容された移動フレ
ーム６５０と、その移動フレーム６５０を前後移動させるスライド駆動機構６６６と、移
動フレーム６５０内に収容され、光ファイバＦＢ１を回転駆動する回転駆動機構６５１と
で構成される。
【００８６】
　本体ケース６７０は、筒状に形成されており、その先端部にシース６２０の基端部を保
持する保持部６７０ａを備えている。シース６２０の基端部は、この保持部６７０ａの内
周部に嵌められて固定される。
【００８７】
　移動フレーム６５０は、図示しないガイド部材（たとえば、ガイドロッド）にガイドさ
れて、本体ケース６７０内を一方向（本体ケース６７０に保持されるシース６２０の軸方
向）に前後移動自在に設けられている。
【００８８】
　スライド駆動機構６６６は、移動フレーム６５０に固定されたナット部６６２と、その
ナット部６６２に螺合するネジ棒６６４と、ネジ棒６６４を回転駆動するスライド駆動モ
ータ６６０とで構成されている。
【００８９】
　スライド駆動モータ６６０は、本体ケース６７０に図示しないブラケットを介して固定
されており、その出力軸は移動フレーム６５０の移動方向と平行に設けられている。
【００９０】
　ネジ棒６６４は、スライド駆動モータ６６０の出力軸に固定されており、移動フレーム
６５０の移動方向と平行になるようにして、本体ケース６７０内に配置されている。
【００９１】
　ナット部６６２は、移動フレーム６５０の側面部に固定されており、ネジ棒６６４に螺
合されている。
【００９２】
　以上の構成により、スライド駆動モータ６６０を駆動すると、ネジ棒６６４が回転（正
転／逆転）し、ネジとナットの作用で、移動フレーム６５０が本体ケース６７０内を前後
方向に移動する。
【００９３】
　回転駆動機構６５１は、回転駆動モータ６５２と、回転筒６５６と、回転駆動モータ６
５２の回転を回転筒６５６に伝達するギア機構６５４とで構成される。
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【００９４】
　回転駆動モータ６５２は、移動フレーム６５０に図示しないブラケットを介して固定さ
れており、その出力軸は移動フレーム６５０の移動方向と平行に設けられている。
【００９５】
　回転筒６５６は、光ファイバＦＢ１の基端部外周に取り付けられており、光ファイバＦ
Ｂ１と一体的に回転する。光ファイバＦＢ１の外周に配置されたバネ６２４の後端部は、
この回転筒６５６に固定される。
【００９６】
　ギア機構６５４は、回転駆動モータ６５２の出力軸に連結された駆動ギア６５４ａと、
回転筒６５６の外周部に形成された回転ギア６５４ｃと、駆動ギア６５４ａの回転を回転
ギア６５４ｃに伝達するアイドルギア６５４ｂとで構成される。
【００９７】
　駆動ギア６５４ａは、回転駆動モータ６５２の出力軸に固定されており、回転駆動モー
タ６５２を駆動すると回転する。
【００９８】
　アイドルギア６５４ｂは、図示しない軸受を介して、移動フレーム６５０に取り付けら
れており、駆動ギア６５４ａと回転ギア６５４ｃとに歯合されている。
【００９９】
　回転ギア６５４ｃは、回転筒６５６の外周部に形成されており、アイドルギア６５４ｂ
の回転が伝達されて回転する。
【０１００】
　以上の構成により、回転駆動モータ６５２を駆動すると、駆動ギア６５４ａが回転し、
その回転がアイドルギア６５４ｂを介して回転ギア６５４ｃに伝達される。この結果、回
転筒６５６が回転し、光ファイバＦＢ１が軸回りに回転する。
【０１０１】
　このように回転駆動される光ファイバＦＢ１は、上記のように、光コネクタ１８を介し
て光ファイバＦＢ２に接続される。光コネクタ１８は、図示しない保持部材を介して移動
フレーム６５０に固定されており、移動フレーム６５０とともに本体ケース６７０内を前
後移動する。また、上記のように、光コネクタ１８は、光ファイバＦＢ２に対して光ファ
イバＦＢ１の回転が伝達されないようにして、両者を接続する。したがって、回転駆動モ
ータ６５２を駆動すると、光ファイバＦＢ１のみが回転する。
【０１０２】
　駆動部６０４は、以上のように構成される。そして、この駆動部６０４に駆動部されて
、先端光学系６２８がシース６２０内で回転、前後移動する。すなわち、回転駆動モータ
６５２を駆動すると、光ファイバＦＢ１が軸回りに回転し（図中Ｒ２方向に回転）、この
結果、シース６２０内で先端光学系６２８が軸回りに回転する。また、スライド駆動モー
タ６６０を駆動すると、光ファイバＦＢ１が軸方向に前後移動し（図中Ｓ１、Ｓ２方向に
移動）、この結果、シース６２０内を先端光学系６２８が軸方向に前後移動する。
【０１０３】
　ケーブル６０６は、図１に示すように、駆動部６０４の本体ケース６７０に接続されて
おり、その内部に光ファイバＦＢ２が通されている。ケーブル６０６の先端には、コネク
タ６０８が設けられており、このコネクタ６０８をＯＣＴプロセッサ４００の接続部に接
続することにより、ＯＣＴプローブ６００がＯＣＴプロセッサ４００に接続される。
【０１０４】
　ＯＣＴプローブ６００は、以上のような構成であり、駆動部６０４で先端光学系６２８
を回転、前後移動させて、先端光学系６２８から射出される測定光を測定対象Ｓに照射し
、その反射光（戻り光Ｌ３）を先端光学系６２８で取得する。この際、先端光学系６２８
を一定位置で軸回りに回転させれば、その回転軸に直交する断面での断層画像を取得する
ことができ、先端光学系６２８を軸方向に移動させれば、その移動軌跡における断面での
断層画像を取得することができる。また、回転させながら軸方向に移動させることにより
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（螺旋移動）、軸方向の各断層画像を取得することができ、当該断層画像から３次元画像
を生成することが可能になる。
【０１０５】
　また、この際、先端光学系６２８を構成する拡散体６２８Ｃが発光するので、この発光
する拡散体６２８Ｃをモニタ装置５００に表示される内視鏡１００の観察画像上で視認す
ることにより、測定位置を観察画像上で確認することができる。
【０１０６】
　＜画像診断装置の動作＞
　図４は、ＯＣＴプローブを用いて断層画像を取得する様子を示す図である。
【０１０７】
　ＯＣＴプローブ６００は、内視鏡１００の鉗子チャンネルを利用して、被検者の体腔内
に挿入される。すなわち、内視鏡１００の手元操作部１１２に設けられた鉗子挿入口１３
８に挿入部６０２を挿入し、その挿入部６０２の先端を内視鏡１００の挿入部１１４の先
端に設けられた鉗子口１５６から突出させて、体腔内に挿入される。
【０１０８】
　測定は、鉗子口１５６から突出させたＯＣＴプローブ６００の挿入部６０２の先端を測
定対象Ｓに押し当てて行われる（シース６２０を測定対象Ｓに押し当てる。）。この際、
押し付けた位置で先端光学系６２８を回転させれば、その位置での断層画像を取得するこ
とができる（一般にリアルタイム表示を行うためには、１５Ｈｚ程度で回転）。また、先
端光学系６２８をシース６２０内で移動させれば、その移動範囲での断層画像を取得する
ことができる。さらに、先端光学系６２８を回転させながら軸方向に移動させれば、３次
元画像を取得することができる。
【０１０９】
　ここで、上記のように、測定はＯＣＴプローブ６００の挿入部６０２の先端を測定対象
Ｓに押し当てて行われるが、この際、その測定位置は、次のようにして確認される。
【０１１０】
　すなわち、本実施の形態のＯＣＴプローブ６００には、ＯＣＴプロセッサ４００から可
視光である測定位置確認光Ｌｅと非可視光である測定光Ｌ１とが合波された光が供給され
る。この光は、光ファイバＦＢ２、光ファイバＦＢ１を介して先端光学系６２８に導波さ
れる。
【０１１１】
　先端光学系６２８に導波された光（測定光Ｌ１と測定位置確認光Ｌｅとが合波された光
）は、ロッドレンズ６２８Ｂを介してハーフボールレンズ６２８Ａに入射される。ハーフ
ボールレンズ６２８Ａに入射された光は、ハーフボールレンズ６２８Ａの傾斜した端面に
当たる。この端面はダイクロイック面６２８ａとされており、測定光Ｌ１は反射され、測
定位置確認光Ｌｅは透過する。
【０１１２】
　そして、ダイクロイック面６２８ａで反射された測定光Ｌ１が、ハーフボールレンズ６
２８Ａの球面部で集光され、測定対象の測定位置Ｐに向けて照射される。
【０１１３】
　一方、ダイクロイック面６２８ａを透過した測定位置確認光Ｌｅは、拡散体６２８Ｃに
入射され、拡散体６２８Ｃで拡散される。術者は、この拡散体６２８Ｃで拡散されて発光
する測定位置確認光Ｌｅをモニタ装置５００に表示される内視鏡１００の観察画像で視認
することにより、測定位置を確認する。
【０１１４】
　図５は、モニタ装置に表示される内視鏡の観察画像の一例を示す図である。
【０１１５】
　同図に示すように、拡散体６２８Ｃで拡散された測定位置確認光Ｌｅは、モニタ装置５
００に表示される内視鏡１００の観察画像上で輝点ＬＰとして視認でき、この輝点ＬＰを
観察画像上で視認することにより、測定位置（測定光Ｌ１の照射位置）を確認することが
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できる。
【０１１６】
　なお、図５は、先端光学系６２８をシース６２０内で軸方向に沿って位置Ｐ１から位置
Ｐ２に直線移動させたときの様子を示している。同図に示すように、先端光学系６２８を
シース６２０内で移動させた場合は、内視鏡１００の観察画像上で輝点が移動する。した
がって、この輝点を追えば、先端光学系６２８を移動させても、正確な測定位置を確認す
ることができる。
【０１１７】
　また、輝点となる拡散体６２８Ｃは、ダイクロイック面６２８ａに取り付けられている
ため、この輝点を確認すれば、測定方向も知ることができる。すなわち、反射面の裏面側
が発光することになるので、その発光する面の向きを確認することにより、測定方向を知
ることができる。したがって、輝点を確認すれば、先端光学系６２８を回転させた場合で
あっても、その測定方向を確認することができる。
【０１１８】
　以上説明したように、本実施の形態のＯＣＴプローブ６００によれば、測定位置確認光
Ｌｅと測定光Ｌ１とを合波した光を供給することにより、先端光学系６２８を発光させる
ことができ、この発光した先端光学系６２８をモニタ装置５００に表示される内視鏡１０
０の観察画像上で確認することにより、容易に測定位置を確認することができる。
【０１１９】
　＜ＯＣＴプローブの他の実施の形態＞
　［第２の実施の形態］
　図６は、ＯＣＴプローブの第２の実施の形態を示す要部断面図である。
【０１２０】
　同図に示すように、本実施の形態のＯＣＴプローブでは、ハーフボールレンズ６２８Ａ
の欠損部を補うように、拡散体６２８Ｃが半球状に形成されている。この拡散体６２８Ｃ
は、光を拡散する機能を有する材質で形成されており、ハーフボールレンズ６２８Ａの傾
斜面（ダイクロイック面６２８ａ）に貼付して取り付けられている。
【０１２１】
　このように、拡散体６２８Ｃを半球状に形成することにより、先端光学系６２８を回転
させた場合であっても、回転軸のブレを少なくすることができ、より視認性を向上させる
ことができる。
【０１２２】
　このように拡散体６２８Ｃの形状は、必ずしも平面状である必要はなく、立体的に形成
することもできる。
【０１２３】
　なお、拡散体６２８Ｃは、ダイクロイック面６２８ａを透過した光（測定位置確認光Ｌ
ｅ）を拡散できればよく、その具体的な構成については、特に限定されるものではない。
一例としては、透明体に粉体を吹き付けたり、研磨したりして、すりガラス状に形成した
り、透明体に光拡散材を塗布したりして形成することができる。
【０１２４】
　また、拡散体６２８Ｃを取り付ける方法についても特に限定されるものではなく、ダイ
クロイック面６２８ａを透過した光が入射可能に取り付けられていればよい。たとえば、
光学用接着剤（株式会社アーデル社製のオプトクレーブシリーズなど）や、透明両面接着
テープを用いて、ハーフボールレンズ６２８Ａに取り付けることができる。
【０１２５】
　また、ハーフボールレンズ６２８Ａの傾斜面に形成するダイクロイック面６２８ａにつ
いても、その具体的構成については、特に限定されるものではなく、測定光Ｌ１を反射し
、測定位置確認光Ｌｅを透過して、分離できる構成（特定の波長の光を透過し、残りを反
射する構成）であればよい。一例として、ハーフボールレンズ６２８Ａの傾斜面に光学多
層膜干渉フィルタを形成して、ダイクロイック面６２８ａを形成することができる。また
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、ダイクロイックミラーを貼付あるいはイオンアシスト法を用いたイオン打ち込みにて形
成することもできる。また、所定の波長選択フィルタを貼付あるいは形成して、ダイクロ
イック面６２８ａを形成することもできる。
【０１２６】
　［第３の実施の形態］
　図７は、ＯＣＴプローブの第３の実施の形態を示す要部断面図である。
【０１２７】
　同図に示すように、本実施の形態のＯＣＴプローブは、上記実施の形態のＯＣＴプロー
ブ６００のハーフボールレンズ６２８Ａに代えて、グリンレンズ６２８Ｄとプリズム６２
８Ｅを用いて、先端光学系６２８を構成したものである。
【０１２８】
　グリンレンズ６２８Ｄは、光ファイバＦＢ１に連結されたロッドレンズ６２８Ｂの先端
部に接続されており、ロッドレンズ６２８Ｂから射出された光を集光する。
【０１２９】
　プリズム６２８Ｅは、グリンレンズ６２８Ｄの先端に接続されており、グリンレンズ６
２８Ｄから射出された光（測定光Ｌ１と測定位置確認光Ｌｅとが合波された光）を入射し
、その傾斜面で測定光Ｌ１と測定位置確認光Ｌｅとを分離する。すなわち、プリズム６２
８Ｅは、その傾斜面がダイクロイック面６２８ｅとされており、そのダイクロイック面６
２８ｅで測定光Ｌ１と測定位置確認光Ｌｅとが分離される。そして、測定光Ｌ１は、シー
ス６２０の側面に向けて反射され、測定位置確認光Ｌｅは、透過する。
【０１３０】
　プリズム６２８Ｅのダイクロイック面６２８ｅには、拡散体６２８Ｃが取り付けられて
おり、ダイクロイック面６２８ｅを透過した測定位置確認光Ｌｅは、この拡散体６２８Ｃ
に入射されて拡散される。
【０１３１】
　したがって、上記実施の形態のＯＣＴプローブ６００と同様に、測定光Ｌ１と測定位置
確認光Ｌｅとを合波させた光を供給することにより、拡散体６２８Ｃを発光させることが
でき、この発光する拡散体６２８Ｃをモニタ装置５００に表示される内視鏡１００の観察
画像上で視認することにより、測定位置を確認することができる。
【０１３２】
　なお、拡散体６２８Ｃは、上記同様第２の実施の形態のＯＣＴプローブと同様に、立体
的に形成したものを用いることもできる。
【０１３３】
　［第４の実施の形態］
　図８は、ＯＣＴプローブの第４の実施の形態を示す要部断面図である。
【０１３４】
　同図に示すように、本実施の形態のＯＣＴプローブは、ハーフボールレンズ６２８Ａの
前段にビームスプリッタ６２８Ｆが配置され、このビームスプリッタ６２８Ｆによって、
測定光Ｌ１と測定位置確認光Ｌｅとが分離される。
【０１３５】
　ビームスプリッタ６２８Ｆは、第１のロッドレンズ６２８Ｇの先端に接続されており、
第１のロッドレンズ６２８Ｇを透過した光が入射される。
【０１３６】
　第１のロッドレンズ６２８Ｇは、保持筒６２６に保持されて、光ファイバＦＢ１に接続
される。したがって、ビームスプリッタ６２８Ｆには、第１のロッドレンズ６２８Ｇを介
して、光ファイバＦＢ１から射出された光が入射される。
【０１３７】
　ビームスプリッタ６２８Ｆは、角柱状に形成されており、内部に傾斜した反射層６２８
ｆを備えている。ビームスプリッタ６２８Ｆに入射した光（測定光Ｌ１と測定位置確認光
Ｌｅとが合波された光）は、この反射層６２８ｆで測定位置確認光Ｌｅが反射されて、測
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定光Ｌ１から分離される。
【０１３８】
　反射層６２８ｆを透過した測定光Ｌ１は、ビームスプリッタ６２８Ｆから射出されて、
第２のロッドレンズ６２８Ｈに入射される。
【０１３９】
　第２のロッドレンズ６２８Ｈは、ビームスプリッタ６２８Ｆの先端に接続されており、
この第２のロッドレンズ６２８Ｈの先端にハーフボールレンズ６２８Ａが接続されている
。したがって、第２のロッドレンズ６２８Ｈに入射された測定光Ｌ１は、第２のロッドレ
ンズ６２８Ｈを透過して、ハーフボールレンズ６２８Ａに入射される。
【０１４０】
　ハーフボールレンズ６２８Ａに入射された測定光Ｌ１は、ハーフボールレンズ６２８Ａ
の傾斜面（反射面）でシース６２０の側面に向けて反射されたのち、球面部で集光されて
、測定対象の測定位置Ｐに向けて照射される。ハーフボールレンズ６２８Ａから射出され
た測定光Ｌ１は、測定対象Ｓで反射し、その反射光が戻り光Ｌ３として、ハーフボールレ
ンズ６２８Ａの球面部で集光され、傾斜面で反射されて、第２のロッドレンズ６２８Ｈに
入射される。
【０１４１】
　一方、ビームスプリッタ６２８Ｆの反射層６２８ｆで測定光Ｌ１から分離された測定位
置確認光Ｌｅは、反射層６２８ｆでシース６２０の側面に向けて反射される。そして、ビ
ームスプリッタ６２８Ｆからシース６２０の側面に向けて射出される。このビームスプリ
ッタ６２８Ｆの測定位置確認光Ｌｅが射出される位置には、拡散体６２８Ｃが取り付けら
れており、ビームスプリッタ６２８Ｆから射出された測定位置確認光Ｌｅは、この拡散体
６２８Ｃに入射して拡散される。そして、この拡散体６２８Ｃに測定位置確認光Ｌｅが入
射されることにより、拡散体６２８Ｃが視認可能に発光する。
【０１４２】
　このように本実施の形態のＯＣＴプローブも測定光Ｌ１と測定位置確認光Ｌｅとを合波
した光を供給することにより、拡散体６２８Ｃを発光させることができ、この発光する拡
散体６２８Ｃをモニタ装置５００に表示される内視鏡１００の観察画像上で視認すること
により、測定位置を確認することができる。
【０１４３】
　なお、本実施の形態のＯＣＴプローブでは、ビームスプリッタ６２８Ｆの反射層６２８
ｆをハーフボールレンズ６２８Ａの傾斜面（反射面）と対称になるように形成しているが
、このように形成することにより、測定方向と反対方向に向けて測定位置確認光Ｌｅを発
光させることができ、測定方向の確認を容易にすることができる。
【０１４４】
　また、本実施の形態のＯＣＴプローブでは、ハーフボールレンズ６２８Ａを用いて測定
光Ｌ１を集光し、測定対象Ｓに向けて照射する構成としているが、上記第３の実施の形態
のＯＣＴプローブのように、ハーフボールレンズに代えて、グリンレンズとプリズムを用
いる構成とすることもできる。
【０１４５】
　また、拡散体６２８Ｃについても、平面的なものではなく、立体的なものを使用するこ
ともできる。
【符号の説明】
【０１４６】
　１０…画像診断装置、１２…第１の光源ユニット、１２ａ…光源、１２ｂレンズ、１３
…第２の光源ユニット、１３ａ…光源、１３ｂ…レンズ、１４…光ファイバカプラ、１８
…光コネクタ、２０…干渉光検出部、２２…処理部、２６…光路長調整部、２８…光ファ
イバカプラ、３０ａ、３０ｂ…検出部、３２…操作制御部、８０…第１光学レンズ、８２
…第２光学レンズ、８４…反射ミラー、８６…基台、８８…ミラー移動機構、１００…内
視鏡、１１０…電気コネクタ、１１２…手元操作部、１１４…挿入部、１１６…ユニバー
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サルケーブル、１２０…ＬＧコネクタ、１２６…送気・送水ボタン、１２８…吸引ボタン
、１３０…シャッタボタン、１３２…撮影機能切替ボタン、１３４…アングルノブ、１３
６…ロックレバー、１３８…鉗子挿入口、１４０…軟性部、１４２…湾曲部、１４４…先
端部、１５０…観察光学系（観察レンズ）、１５２…照明光学系（照明レンズ）、１５４
…送気・送水ノズル、１５６…鉗子口、２００…内視鏡プロセッサ、３００…光源装置、
４０００…ＯＣＴプロセッサ、５００…モニタ装置、６００…ＯＣＴプローブ、６０２…
挿入部、６０４…駆動部、６０６…ケーブル、６０８…コネクタ、６２０…シース、６２
２…キャップ、６２４…バネ、６２６…保持筒、６２８…先端光学系、６２８Ａ…ハーフ
ボールレンズ、６２８Ｂ…ロッドレンズ、６２８Ｃ…拡散体、６２８Ｄ…グリンレンズ、
６２８Ｅ…プリズム、６２８Ｆ…ビームスプリッタ、６２８Ｇ…第１のロッドレンズ、６
２８Ｈ…第２のロッドレンズ、６２８ａ…ダイクロイック面、６２８ｅ…ダイクロイック
面、６２８ｆ…反射層、６５０…移動フレーム、６５１…回転駆動機構、６５２…回転駆
動モータ、６５４…ギア機構、６５４ａ…駆動ギア、６５４ｂ…アイドルギア、６５４ｃ
…回転ギア、６５６…回転筒、６６０…スライド駆動モータ、６６２…ナット部、６６４
…ネジ棒、６６６…スライド駆動機構、６７０…本体ケース、６７０ａ…保持部、ＦＢ１
～ＦＢ８…光ファイバ、Ｌａ…光、Ｌ１…測定光、Ｌ２…参照光、Ｌ３…戻り光、Ｌ４…
干渉光、Ｌ５…干渉光、ＬＰ…輝点、Ｌａ…光、Ｐ…測定位置、Ｓ…測定対象
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